
令和６年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：令和６年６月10日～６月27日）

議決した案件

○
工
事
の
概
要

　

 

長
寿
命
化
改
良
工
事
と
し
て
、
３
階
建
て
の
既
存
校

舎
棟
及
び
既
存
屋
内
運
動
場
棟
を
施
工
し
ま
す
。
ま

た
、
増
築
工
事
と
し
て
、
３
階
建
て
の
校
舎
増
築
工

事
を
施
工
し
ま
す
。

○
契
約
金
額

　

4
4
億
９
９
０
０
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

広
成
・
砂
原
・
上
垣
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

○
工
期

　

議
会
の
議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
９
年
３
月
５
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

今
ま
で
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
分
離
発
注
し
て
い

た
も
の
を
今
回
一
括
発
注
に
し
た
理
由
は
何
か
。

Ａ 　

川
上
小
学
校
の
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
入
札
が
不
落
に
な
り
工
期
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
教
室
が
不
足
す
る
状
況
を
回
避
す
る
た
め
、
一

括
で
発
注
し
た
。

〈
議
案
第
63
号
〉

川
上
小
学
校
の
長
寿
命
化
改
良

及
び
増
築
工
事
を
行
い
ま
す

【表決が分かれた議案名】
議案第70号　東広島市国民健康保険税条例の一部改正について
議案第76号　令和６年度東広島市一般会計補正予算（第２号）

議案の内訳
●条例案…10件　●予算案…１件　●同意案…３件

●その他…６件　●委員会提出議案…２件　●議長発議…２件
（●全会一致可決…22件　●賛成多数可決…２件）

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのＱＲコードからご覧いただけます。

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会
真
政
倶
楽
部

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

谷　
　

晴
美

議案第70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第76号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対
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高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
の
実
施
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
に
向

け
た
自
動
運
転
・
隊
列
走
行
※
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
実
証
運
行
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
た
め
、
総
額
に
６
億
７
４
４
３
万

１
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
9
9
3
億
１
２
９
３
万
１
千
円
と
す
る
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

の
約
20
倍
に
達
す
る
。
本
市
で
も
１

名
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
原
因
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
そ
の
事
実
を
重
く
受

け
止
め
、
本
市
が
独
自
に
負
担
し
て

勧
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

賛 

成　

接
種
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が

金
銭
的
理
由
で
諦
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
治
験
が

済
ん
で
お
ら
ず
危
険
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
世
界
が
や
め
る
中
、

日
本
だ
け
が
７
回
も
接
種
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
国
が
決
め
て
国
が
全
額
負

担
し
て
い
た
が
、
本
案
は
市
も
一
般

財
源
で
助
成
す
る
も
の
で
、
市
が
推

奨
す
る
形
と
な
る
。
健
康
被
害
に
責

任
を
持
て
な
い
た
め
賛
成
で
き
な
い
。

賛 

成　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
市

民
に
確
実
に
届
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
賛
成
す
る
。

賛 

成　

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
接

種
券
を
送
付
し
、
判
断
材
料
を
提
供

し
た
上
で
、医
師
等
へ
の
相
談
な
ど

選
択
の
機
会
を
担
保
す
る
こ
と
は
正

し
い
判
断
で
あ
る
と
考
え
、賛
成
す
る
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
、
な
ぜ
必
要
な

の
か
、
そ
の
先
に
何
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

Ａ 　

広
島
大
学
と
西
条
駅
を
つ
な
ぐ
一

路
線
と
し
て
で
は
な
く
、
次
世
代
の

交
通
シ
ス
テ
ム
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

市
の
経
済
や
環
境
面
へ
の
影
響
、
市

と
し
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
が
あ
り
、

貢
献
し
て
い
く
領
域
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
き
た
い
。

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　
※
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、
従

来
の
ワ
ク
チ
ン
よ
り
健
康
被
害
が
極

端
に
多
い
こ
と
が
デ
ー
タ
等
で
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
接
種
後
の
死
亡

認
定
割
合
は
、
そ
の
他
の
ワ
ク
チ
ン

〈
議
案
第
76
号
〉

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）を
可
決
し
ま
し
た

※ＢＲＴ　　 Bus Rapid Transit（バス高速輸送システム）の略。バス専用レーンやバス優先信号などを組み合わせて、これまで以
上に早く、時間どおりに目的地へ到着できるバスシステム。鉄道と路線バスの中間に位置する輸送モード。

　mRNAワクチン　　 ウイルスが細胞に侵入する際のスパイクと呼ばれるタンパク質を設計する遺伝子情報（mRNA）を投
与するワクチンのこと。このタンパク質が免疫反応を誘導して、体内でウイルスに対する抗体などが
できることでウイルスに対する免疫ができることにより新型コロナウイルスによる感染症の予防がで
きると考えられている。

補正予算（第２号）　補正額　６億7,443万１千円
●高齢者等の新型コロナウイルスワクチン定期予防接種
　対象者　　：65歳以上の方、60歳～64歳の一定の基礎疾患を有する方

　接種期間　：令和６年10月から令和７年１月（予定）まで

　自己負担額：2,100円（期間中１人１回）

※非課税世帯に該当する場合は自己負担額なし

 ４億2,351万６千円

● 自動運転・隊列走行BRT実証運行及び導入検討プロジェクトマネジメ
ント支援
　信号連携及び自己位置認識システムの技術開発等

　 利用意向調査及び需要予測、公共交通の通勤・通学の奨励による利用

促進、交通シミュレーション等の評価検討を踏まえた政策形成に係る

マネジメント支援 １億6,156万円

●新規民間いきいきこどもクラブ開設準備補助
　 民間いきいきこどもクラブの開設準備に対して支援を行い、待機児童

の解消等を目指します。 1,546万５千円
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地
方
公
共
団
体
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
を

次
の
と
お
り
政
府
・
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

新
副
議
長
決
ま
る

　

議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
副
議

長
は
１
年
で
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
で　

岩
崎

和
仁
副
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
牧
尾
良
二
議
員
が
新
た
に
副
議
長

に
当
選
し
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
4
号
〉

政
府
・
国
会
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

※決議　　議会が行う事実上の意思形成行為で、議会の意思を対外的に表明することが必要である等の理由でなされる議決のこと。

地方財政の充実・強化に関する意見書
　今、地方公共団体には、急激な少子・高齢化にともなう社会保障制度の整備、　
子育て施策、人口減少下における地域活性化対策はもとより、感染症対策、DX化、
脱炭素化、物価高騰対策など、極めて多岐にわたる新たな役割が求められている。
　政府は「骨太方針2021」に基づき、令和３年度の地方一般財源水準を令和６年度
まで確保することとしてきた。しかし、増大する行政需要、不足する人員体制に鑑
みれば、今後はより積極的な財源確保が求められる。
　このため、令和７年度の政府予算と地方財政の検討に当たっては、日本全体と
して求められている賃上げ基調に相応する人件費の確保まで含めた地方財政を実
現するよう、以下の事項を求める。

１ 　社会保障の充実、人への投資も含めた地域活性化やDX化、脱炭素化、物価高
騰対策、防災・減災、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の財政
需要を的確に把握し、それを支える人件費も含めて、より積極的な地方財源の
確保を図ること。
２ 　今後一層求められる子育て支援や地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立
支援など、急増する社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫することか
ら、地方単独事業分も含めた十分な社会保障経費の拡充を図ること。また、これ
らの分野を支える人材確保に向けた自治体の取組を支える財政措置を講じること。
３ 　所得税等を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、地方財源の充実
に向けた、より抜本的な改善を行うこと。
４ 　地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化を図るとともに、地方交付税
の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方
財政の確立に取り組むこと。
５ 　「デジタル田園都市国家構想事業費」として確保されている１兆2,500億円に
ついては、現行の財政需要において不可欠な規模となっていることから、恒久
的財源として明確に位置付けること。
６ 　会計年度任用職員においては、今後も当該職員の処遇改善や雇用確保が求め
られることから、必要な財源を確保すること。

一般質問・代表質問を政策提言に結び付ける取組みを始めます
　東広島市の豊かなまちづくりの実現に寄与することを目的とし、一般質問または代表質問で行
われた議員個々の政策提言を議会全体としての政策提言に結び付ける取組みを始めます。
　一般質問・代表質問の内容からテーマを選定し、全議員による討議または常任委員会での調査
研究を実施した後、必要に応じて※決議等を行います。
　現在、令和６年第２回定例会で行われた一般質問を対象に、この取組みを実施しているところです。

副議長　牧尾　良二
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